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平仮名・片仮名が９世紀に成立して、日本における漢字は、漢字のみで生きるばかりでなく、
一文章においても仮名と共存して生きることをしなければならなくなった。一方において、片
仮名交じり文では、仮名を潜り込ませつつ、漢字が主体であった。そこで仮名が担ったものは、
主として活用語尾・助動詞・助詞である。現代の様相はそれを継ぐものであるかもしれない。
といった程度のことは、われわれに周知である。他方において、仮名文では、仮名が主体であ
るところに、漢字が入り込んでいる。その仮名文において漢字がどのように生きていたのか。
それについてのわれわれの知識は豊かでない。仮名が成立したに近いところでの知識の闕を少
しでも補おうと踏み出してみるのが、この小考である。
具体的には、古今和歌集の１１２０元永３年・伝源俊頼筆写・東京国立博物館現蔵本について、

和歌を記す漢字を、定量的に取り上げる。本稿の言わば結論は、稿終わり近くにある表３であ
る。他の部分はその注釈であって、おおかた退屈なものであろう。

１─問題の設定

仮名が成立したころを扱うと言って、１０世紀初頭成立の古今和歌集を取り上げるのはよいで
あろう。しかしながら、元永本は、古今和歌集成立から既に２００年以上を経ての筆写であり、よ
い資料とは容易に言うことができない。それにもかかわらず元永本を取り上げるのは、仮名を
中心にまとまった量で完結し、筆写の年代が明瞭なものとしては早いからである。
もとより、われわれは、土佐日記を知っているが、日付が漢字表記であるという様式がある

ので、後日、取り上げることとしたい。高野切を初めとする種種の零本古今和歌集は、量が必
ずしもまとまらないうえに、筆写年代が不明瞭であり、伝公任筆写本古今和歌集や西本願寺本
三十六人集は、量がまとまるが、やはり筆写年代が明瞭でない。今は元永本で課題を見、それ
を基礎としてすべて後考に俟ちたく思う。特に伝公任筆写本古今和歌集は、元永本の仮名遣い
を扱った遠藤（２００６）もともに取り上げるところであり、倣って早早に取り上げたい。ただし、
伝公任筆写本の和歌の漢字は、元永本と比べておとなしやかである。なお、詞書等における漢
字についても、元永本のものを含めて、検討を先送りする。
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本文は二玄社（１９９４）の写真により、読解には築島・他（１９９４）を参照する。ただし、築島・
他と、読みかたが異なるところもある。徳永（１９９０）・（１９９５）は、築島・他に従事しつつも、
違う読みを示したところがあり、読みに幅があることは許されるであろう。
さて、ここに大きく設定した問題は、本稿の独創ではもとよりなく、多くの研究者が意識し、

検討してきたものである。夙に包括的に論じた小林（１９６１）は、次のように記している。
本稿の当面の意図は、平安時代における、平仮名を主たる文字とした文章の表記様式の実
態を解明するにある。平安時代を選んだのは、平仮名が考案された時を含みまたそれに尤
も接近するからである。その様式が、もし、かつて説かれ、また最近でも説かれるごとく、
厳密な意味での「平仮名専用」が全てに用いられたとするならば、本稿の意義は殆どなく
なろう。しかるに事実は、いわゆる消息・物語等の実用文には、特定の漢字を含む。その
漢字の性質は如何であるか。平仮名と漢字との一文中における比率・交渉の考察が、した
がって、本稿では主要な部分をなすことになった。 （４４p.５４）

そうして、次のように結論する。
平安時代の平仮名文は漢字を交える様式が一般的で根幹をなす。その漢字は拗音・舌内入
声音・三内撥音等の特定の字音語の表記である。後半期以後は、形式語、頻出しかつ総体
として画数の少ない和語の漢字表記も加わった。平仮名専用文は、字音語を含まない和歌
の表記に見られたが、和語の漢字表記が始まる以前の限られた時期の用であったろう。

（４４pp.５２-５３、摘要）
元永本古今和歌集については小林も取り上げたところであるが、徳永（１９９０）・（１９９５）が、
築島・他（１９９４）の総索引作成に携わった経験を踏まえて、数量・事例を挙げつつ詳しく追究
し、次のように結論する。

元永本における漢字表記については、その用法の大部分は小林博士が出された報告に合致
している。しかし、ある特定の巻・部分に集中的にいわゆる「万葉書」を多用した歌が見
られる。 （１９９５年p.５６０、摘要）

小林も徳永も、それぞれが指摘した現象について、原因を求めることもしている。本稿は、
しかし、原因には関心を持たず、徳永が示したような数量を確実に見て、今後の議論の基礎を
固めることを目指す。ただし、本稿に示すのとほとんど同じ数値を、遠藤（２００５）もすでに示
している。

２─短歌の数

元永本古今和歌集の本体における歌数を、巻ごとに表１に示す。定家本系統を基準とし、定
家本系統歌数に増減（ ）内の演算を施すと、元永本総歌数である。例えば、巻四秋上では、
定家本系統８０首に対し、そのうちの２首を外して別に１首を加えると、元永本の総歌数７９首と
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なる。元永本では、汚損して文字を読むことができない箇所が少なからずあり、また文字の
脱・衍も少なからずあって、そのような欠陥を一首中に含む歌を表記欠損とし、一首全体を完
全に読むことができるものを表記完全と言うこととする。その歌数が欠損数・完全数である。
巻四では欠損数７首である。巻十九雑体には定家本系統で長歌５首・旋頭歌４首があり、それ
を除く短歌のみの数も、巻十九および合計に示す。なお、序文の歌は見ず、また、定家本系統
の墨消歌は対比の基準とせず、元永本の位置で数える。
ついでをもって記すならば、元永本では定家本系統の墨滅歌１１首中の６首を見ることができ、

それぞれ次のように配置されている。次で、ハイフン「-」の前は巻序、後は国歌大観番号であ
り、それのみを示す。

定家本 １０-１１０１ 元永本 １０-４２５の次
１０-１１０３ １０-４４７の次
１０-１１０４ １０-４５９の次
１０-１１０５ １０-４６２の次
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表１ 古今和歌集の和歌の数

欠損数完全数元永本総歌数増 減定家本歌数
７６１６８６８春上巻 一
６６２６８（ ＋２）６６春下巻 二
４３０３４３４夏巻 三
７７２７９（－２＋１）８０秋上巻 四
６５８６４（－３＋２）６５秋下巻 五
４２５２９２９冬巻 六
１２１２２２２賀巻 七
１０３２４２（ ＋１）４１離別巻 八
１１６１７（ ＋１）１６羇旅巻 九
１５３５５０（－１＋４）４７物名巻 十
２０６３８３（－１＋１）８３恋一巻十一
４６０６４６４恋二巻十二
５５７６２（－１＋２）６１恋三巻十三
１０５８６８（－２ ）７０恋四巻十四
３８２８５（－１＋４）８２恋五巻十五
４３０３４３４哀傷巻十六
２６９７１（ ＋１）７０雑上巻十七
５６３６８（－１＋１）６８雑下巻十八
１２６０７２（ ＋４）６８雑体巻十九
５５７６２（ ＋３）５９短歌うち
１３１３２３２御歌巻二十
１２７９８５１１１２（－１２＋２４）１１００合 計
１２０９８２１１０２（－１２＋２３）１０９１短歌うち
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１３-１１０８ １３-６４９の次
１３-１１０９ さらにその次

巻十および巻十三で元永本が定家本系統に比して増加になっている４首・２首は、いずれも墨
滅歌であるということである。
元永本には、重複して挙げられた短歌が３首あって、重複していても一つ一つに数える。内

容からすれば、元永本の歌数は、示した集計より３首少ないことになるであろう。重複は次の
ようであり、歌の引用に当たって、句の境界として空白を私に置く。

５-２６４ ちらねとも かねてそしるき もみちはゝ いまはかきりの いろと見つれは
ちらねとも 兼てそ惜き 紅葉は いまはかきりの 色とみつれは

８-４００ あかすして わかるゝそての しら玉を きみかかたみと つゝみてそ行
あかすして わかれしそての しらたまを きみかゝたみと つゝみてそ行

１８-９９６ わすられむ 時しのへとそ 浜千鳥 行へもしらぬ あとをとゝむる
わすれなむ ときしのへとそ はま千とり ゆくへもしらぬ あとをとゝむる

２６４番歌・４００番歌はここに掲げたように連続し、９９６番歌は第１に挙げたほうが巻十五８０１番歌
の後にある。２６４番歌第３句「もみぢばは」は、第２のほうで脱字があると見られ、後に脱字を
取り上げて述べる。２６４番歌の第２のほうは表記欠損であり、他はいずれも表記完全である。
元永本に見えない和歌１２首を、念のために、巻序および国歌大観番号で掲げる。
４-１９３ ４-２４７ ５-２５４ ５-２５８ ５-２６６ １０-４３９
１１-４９１ １３-６６４ １４-６８４ １４-７１２ １５-７６４ １８-９５８
なお、遠藤（２００５）と短歌数が違うので、覚えとして一言する。遠藤は短歌数を１１０７首とし

（p.２２４）、それぞれが何行で書かれているかということを調べて、歌数を巻別に集計している
（p.２２６）。本稿では短歌数は１１０２首であり、遠藤のその巻別集計に照らして、両者の違いは巻
十九にあることが知られる。遠藤の集計の巻十九分を引用し、そこに本稿で数えたものを添え
る。遠藤は旋頭歌を数えたのではないかと推測されるので、旋頭歌の数も添える。

合計 一行書 二行書 三行書 四行書 五行書 六行書 七行書
遠藤 ６７ ２０ ２２ １８ ４ ２ １
本稿 ６２ ２０ １８ １６ ５ ２ １
旋頭歌 ５ ３ ２

本稿の短歌数に旋頭歌数を加えても、三行書き・五行書きで歌数が遠藤に一致しない。行の認
めかたの違いもあるであろうが、これ以上には立ち入らない。短歌の数といった、明白であり
そうなことがらでも、違いが出てくるものであるということを心得ておくこととしたい。

＊
汚損、あるいは脱字・衍字などの誤字について、基準および処理の実際を述べる。処理する
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人によって短歌の数に違い出るとは、予想しにくいが、汚損の判断や誤字の認定には、むしろ
違いが出るものであると思われる。ここに述べるのは、本稿の基準である。

ａ─汚損

汚損の状態は、字が全く見えないもの、一部が見えながらも全体の形が推測できないもの、
一部ではあるが全体を推測しうるもの、ほとんど全部が見えているもの、など、多様にありう
る。本稿では、仮名では字母が推測できる程度のもの、漢字では字形全体が推測できる程度の
ものは、汚損のうちに含めず、他に表記欠損と見るべき箇所がなければ、表記完全とする。次
の下線部は、特別な判断をする。
１０-４６７ 後蒔の おくれてお□る 苗なれと あたに□ならぬ 田のみとそ聞

すなわち、この下線部は、短歌本体では文字が判断できないが、墨が対面に写っていて、字形
が明らかである。ただし、この４６７番歌は、第２・４句に、字形が判断できずに「□」で示した
文字があり、全体としては表記欠損である。
汚損している状態の例として、二三挙げる。上に準ずるならば「□」で示すべきであるが、

文字を推測して下線を施す。漢字と推測されるものもある。
１-８ はるのひの ひかりにあたる 花なれと かしらのゆきと なるそわひしき
１-１１ はるきぬと 人はいへとも うくひすの なかぬかきりは あらしとそおもふ
１-４４ としをへて はなのかゝみと なるみつは ちりかゝるをや くもるといふらむ

ｂ─脱字

脱字には、次のように明瞭なものもある。下線部が原本にない。
１-３１ はるかすみ たつをみすてゝ 行かりは 花なきさとに すみやならへる
１-４６ むめか香を そてにうつして とめたらは 春はすくとも かたみならまし
１-６６ さくらいろに ころもはふかく そめてきむ はなのちりなむ のちのかたみに

３１番歌に「す」としたものは、書かれていれば漢字であった可能性もないではない。４６番歌
「た」、６６番歌「の」は、仮名であったであろう。これら３首は、これらの脱字により、いずれ
も表記欠損である。なお、６６番歌第３句は、見掛けは「そめてきよむ」であり、その「よ」は
見せ消ちにしている。本稿では、見せ消ちは、元にあった文字も見せ消ちの符号も、原文にな
かったということにして、無視する。
次のそれぞれの第３句には脱字があると見る。
５-２６４ ちらねとも 兼てそ惜き 紅葉は いまはかきりの 色とみつれは
１５-８００ いまはとて 君かゝれなは 吾屋の 花をはひとり みてやしのはむ

これらは、次のそれぞれの第３句と対比して、「ゝ」「戸」に当たるものがないと知られる。
１６-８４０ 十月 しくれにぬるゝ 紅葉はゝ たゝわひゝとの なみたなりけり
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６-３１８ 従今者 尽てふら南 吾家戸の 薄おしなみ ふれる白雪
次の第４句の「夜」は、「夜る」の「る」が落ちたものであると見る。
１２-６０５ 手もふれて 月日へにける しらまゆみ おきふし夜は いこそねられね

下の衍字で述べるように、漢字「夜」を用いて名詞「よる（夜）」を記すのに、仮名を伴わせて
「夜る」とするのが元永本であり、この６０５番歌の「夜」の右下には「る」の補入がある。本稿
では、和歌本体の文字のみを扱い、右傍・左傍を見ない。
次の下線部も原文になく、脱字である。
１５-７９７ いろみえて うつろふものは よの中の 人の情の 花にそありける

議論の余地はないようであるが、脱字としない事例を直ぐ次に取り上げるので、それとの関連
で先立って触れる。「よのなか（世中）」は、漢字を用いて記した他のばあいは、

２-７１ のこりなく ちるそめてたき さくら花 あきて世中 はてのうけれは
１６-８３４ ゆめとこそ いふへかりけれ よの中に うつゝある物と おもひけるかな

のように、「世中」６件、「よの中」５件である。「世中」では、助詞「の」を漢字表記が吸収し
ていると見て、「の」を脱字であるとしない。７９７番歌「よ中」を「世中」に準じて扱うことが
できなくもないが、仮名「よ」が助詞を吸収しているというのは、抵抗感がある。つまり「よ
中」は「よの中」の「の」が脱落したと扱うこととする。

ｂ’─

以上のような脱字に対して、次では、下線部２字の間に脱字はないと判断する。
１- ３ はるかすみ たゝるやいつこ みよしのゝ 吉野山に ゆきはふりつゝ

すなわち、助詞「の」が記されていてもよかったが、「吉野」という漢字表記のうちに吸収さ
れていると見る。同様に、漢字に助詞が吸収されていると見て、脱字としないものを、列挙す
る。下線部は原文に書かれていない。

２-９１ はるのいろは かすみにこめて みせすとも 香をたにぬすめ 春の山風
１３-６２３ みるめなき わか身をうらと しらねはや かれなて海人の あしたゆくゝる
１５-７９０ 時過て かれ行く小野の あさちふに 今はおも火そ たえすもえける
１７-８８１ ふたつなき ものとおもふを みなそこに 山の葉ならて 出る月かけ
１７-８８２ 天の原 雲の水尾にて 早けれは 光とゝめす 月そ流るゝ
１７-８８６ 磯の上 古柄小野の 本柏 本の心は 忘られなくに
１７-８８７ いにしへの 野中の石水 ぬるけれは 本の情を 知る人そくむ
１９-１０５９ よひのまに いてゝいりぬる みか月の われてものおもふ ころにもあるかな
１７-９０７ 梓弓 磯辺の小松 誰か世にか 万代兼て 種を蒔けむ
１７-９２４ 誰か為に ひきてさらせる ぬのなれや よをへてみれと ゝるひともなし
１７-９２９ 風ふけは 所もさらぬ 白雲は 世を経て落る たきにそ在ける
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２-１２２ 春早雨に にほへるいろも あかなくに 香さへなつかし やまふきの花
１７-９１７ すみよしと 海人は云とも なかゐすな 人わすれ草 おふといふなり

「世中」についてｂに触れた。ここにも挙ぐべきであるが、煩を厭って省く。同様に「我が」
が「が」を伴っていないものなどについても、省く。
用言の活用語尾、特に動詞の連用形・終止形・連体形のものは、語幹を漢字で記したならば

記さないことが、元永本に限らずに古典に普通である。挙例は省略する。ただし、次の下線部
は見えないが、活用語尾を超えて靡きあるいは助動詞に及ぶ。いずれも脱字としない。
１９-１０１７ 秋来れは 野辺にたはるゝ 女郎花 いつれ人か つまて可過
１９-１０２３ 従枕 従跡こひの せめ来れは 床中にこそ おき居られけれ
４-１８３ 従今日は 今来む歳の 昨日をそ いつ鹿とのみ 待可渡
１４-６９１ 今来むと 云し許に 九月の 在明の月を 待出鶴鉋
４-１８２ 今はとて 離別るる時は 銀河 わたらぬ前に 袖そひちぬる
８-４０５ したの帯の みちは方々 別る□も 行めくりても 逢はむとそ思
１５-７７１ いまこむと 云ひてわかれし 朝より 思くらしの ねをのみそなく
１７-９０４ 千磐破 宇治の橋守 なれをしそ 悲とは思 年の経ぬれは
１７-９０５ 我見ても ひさしく成ぬ 住吉の 岸の姫松 幾世経ぬ濫
１７-９０６ 住吉の 岸の姫松 人ならは 幾代か経しと 云麻子鬼尾
次は、形容詞の連体形語尾で、珍しく思われる。
１７-９２８ おちたきる たきのみなかみ としつもり 老にけらしな 黒きすちなし
字余りが関係しているときの「い」も、脱字としない。
７-３４３ わか君は 千よにましませ さゝれいしの いはほとなりて こけのむす左右
１１-５４９ 人めもる 我かは綾な 花すゝき なととかほにいてゝ こひをせさらむ
１８-９４９ よのなかを いとふやまへの くさきとや あなうの花の いろにいてにけむ
２０-１０７３ しはつやま うちいてゝみれは かさゆひの しまこきかくる たなゝしをふね

５４９番歌は、第４句「とと」の２字中の一方が衍であり、その衍によって表記欠損である。
次は特別のものである。初句「明日」で「あすか」と読み、脱字があるとはしない。
１８-９９０ 明日河 ふちにもあらぬ 吾やとも せにかはりゆく ものにさりける

ｂに挙げた２６４番歌「紅葉は」および８００番歌「吾屋の」ように、他に対比するものがあれば、
脱字とする可能性がある。

ｃ─衍字

衍字にも、明瞭なものがある。下線部は、原文にそのようにあり、１字が衍である。
１-２４ ときはなる まつのみとりも はるくくれは いまひとしほの いろまさりけり

当の２字は、字母も同じ「久久」であり、行末および直後の行頭に位置する。元永本では衍字
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と見られるものが２０件程度あり、その半数はこのような改行位置にある。

c’─

衍字でないと判断したものを掲げる。下線部が原文にあるが、衍字としないことには問題が
あるかもしれない。

５-２８１ さほ山の はゝそのもみち ゝりぬへみ 夜るさへみよと 照す月かけ
５-２９７ みる人も なくてちりぬる おく山の もみちは夜るの にしきなりけり
１１-５２６ こひしねと するわさならし ぬはたまの 夜るはすからに ゆめにみえつゝ
１１-５４３ あけたては せみのをりはへ なきくらし 夜るはほたるの もえこそわたれ
１３-６１６ おきもせす ねもせて夜るを あかしては 春のものとて なかめくらしつ
１３-６５７ かきりなき おもひのまゝに 夜るはこむ ゆめちにさへや 人はとかめむ
１２-５５４ 糸とせめて 恋しき時は うは玉の 夜るのころもを かへしてそきる
１１-４８５ かりこもの おもひみたれて 我れ恋と 妹しるらめや 人しつけすは
１２-５８０ 秋きゝりの はるゝ時なし 心には たちゐのそらも おもほえなくに
１８-９４５ しらくもの たえすたなひく 岑に谷に すめはすみぬる よにこそありけれ
名詞「よる（夜）」を記すのに漢字「夜」を用いたものは、ここに挙げた７件、ｂに脱字があ
るとした６０５番歌「夜」１件、および次の１件で、すべてである。
１１-４７０ □にのみ きくのしらつゆ 夜□□おきて ひるはおもひに あへ□けぬへし

この第３句は「よるはおきて（夜起）」が期待されるが、原文の「夜」下半分から汚損があり、
直後を「□□」としたものの、実は１字か２字かも分からない。ところで、そもそも、「夜る」
における「夜」は、仮名「よ」であると考える余地もある。本稿では漢字とする。
名詞「われ（我）」は、漢字「我」を用いたものが短歌で２１件・旋頭歌で１件あるが、仮名

「れ」を添えたものは、ここに挙げた１件のみである。他は例えば次のようである。
１１-５０８ いて我を 人なとかめそ 大舟の ゆたのたゆたの ものおもふころを
副詞「いと（甚）」を漢字「糸」で記したものは、上のほかに１件あって、漢字のみである。
１５-７６５ わすれ草 たねとらましを 逢事の 糸かくかたき 物としりせは
助詞「だに」を漢字「谷」で記したものは、上のほかに３件あって、いずれも漢字のみであ

る。
２-１３４ けふのみと はるをおもはぬ 時谷も たつことやすき 花のかけかは
１５-７６７ ゆめに谷 あふことかたく なりゆくは われやいをねぬ 人やわするゝ
１８-９７２ 野とならは うつらとなりて なきをらむ かりに谷やは 君はこさらむ
次は長歌の第１９-２２句である。第２２句に「ゝヽ」で示した重点は一の字点が３個並び、仮名３

字「つもり」に対応すると見るべきであろう。「り」は衍字であることになる。しかし、ここで
は、重点が「つも」のみに対応するとし、「り」は衍字でないとすることにする。
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１９-１００５ 冬くさの うへにふりしく ゆきの つもりゝヽりて
なお、この第２１句は「しらゆきの」の「しら」が脱落している。

ｄ─誤字

誤字は、単純なものもあるが、異文でありうるものもある。その区別が必ずしも容易でない
ので、明瞭な脱字・衍字を除き、次の下線部のように誤字と言い切ってよさそうであるものも、
表記欠損の理由としない。「■」は汚損であり、元が漢字であったと推測される。

１-５５ みてのみや ひとにかたらむ やまさくく てことにをりて いへつとにせむ
６-３２１ ふるさとは よしのゝ山の ちかけれは ひと日もみ行 ふらぬ■はなし

５５番歌は正しくは「やまざくら（山桜）」であるが、問題の箇所一字は、衍字「く」と脱字「ら」
との複合であるかもしれない。３２１番歌は「みゆき（深雪）」であり、その限りでは表記欠損と
しないが、第５句に汚損があって、歌全体としては表記欠損である。

ｅ─巻一の欠損の事例

元永本巻一の欠損数７首として数えたものは、以上の例示ですべてを尽くしたことになる。
念のために、国歌大観番号順に並べておく。国歌大観番号のあとの数字は句順を示し、当面す
る句のみを掲げる。

１-８-５ 汚損 「なるそわ□□□」
１-１１-１・２ 汚損 「はる□ぬと」「■□いへとも」
１-２４-３ 衍字 「はるくくれは」
１-３１-２ 脱字 「たつをみてゝ」
１-４４-５ 汚損 「くもるといふ□む」
１-４６-４ 脱字 「かみならまし」
１-６６-５ 脱字 「のちかたみに」

３─漢字の概要

以下、表記完全である短歌９８２首を専ら取り上げる。しかも、短歌本体のみを取り上げ、詞
書・作者・補入・校異・左注等の記述を顧みない。見せ消ちは、元にあった文字も見せ消ち符
号も見ない。例えば、巻一末尾の一首は、全体が次のように構成されている。

１-６８ 亭子院の哥合に
いせ

みるひとも なきおく山の さくらはな ほかのちりなむ のちそさかまし
なきやまさとのとも
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左注「なきやまさとのとも」は、第２句の異文を言ったものであり、後に訂補されたよりは、
筆写当初の元永本を構成していたと見受けられる。さて、しかし、この事例のうちで本稿に取
り上げるのは、短歌本体「みるひとも……のちそかまし」の３０字のみである。
表記完全である短歌９８２首を記した文字の統計値は、次のようである。

仮名の異なりが４７字を超えるのは、「ん」は設けないものの、重点の一の字点およびくの字点を
仮名２種として扱うからである。仮名と漢字とを混じえた全体の平均値・中央値などは、算出
しても意義がないと思われる。実際、出現頻度が大きいほうに仮名が偏り、すなわち、仮名の
４２字はどの漢字よりも出現頻度が大きく、漢字の３０８字はどの仮名よりも出現頻度が小さくな
っていて、出現頻度順に文字を一覧したときに仮名・漢字が入り交じるのは、全体順位４３から
５２までの仮名７字・漢字３字に過ぎない。
漢字を出現頻度順に表２に一覧する。例えば、順位１０の箇所は次を示す。
出現頻度３２すなわち出現比率１５.６‰（＝出現頻度／漢字延べ）の漢字が３字あって、
「行」「夜」「恋」であり、
それよりも出現頻度が大きい漢字９（＝順位－１）字と当の３字との累積比率が
３８３.０‰（＝（順位１から当の順位までの出現頻度×漢字数の総和）／漢字延べ）である。

出現比率・累積比率は千分率であり、その小数第２位以下を切り捨てる。出現頻度に偏りが大
きくて上の四分位数で窺い難いところも、この表２で知られる。すなわち、出現頻度２０以上の
２２字で累積５０％を超え、半数に届かない１５３字で累積９０％を超える。漢字の１/３以上は出現頻
度１であり、１/２以上は出現頻度２以下である。
文字一一が何を記しているかを検討しなければならないが、本稿では、試みに、次に出現順

位１０までの漢字１２字につき、読みや用法の頻度を示すに止める。
人 出現順位１ 頻度１８６ 比率９１.２‰
ひと・びと１８２「海人」あま３ 誤歟１
「ひと」または「びと」と読む漢字「人」が１８２件あり、「あま」と読むべき「海人」が３件あ
る、ということを示している。「誤歟」とした１件は次の下線部であり、この漢字「人」の右傍
に「わか」とある。右傍は「人に」に対する異文注記であると見られる。

８-３７８ くもゐにも ふかき心の おくれねは 人にると人に みゆ許なり
山 出現順位２ 頻度１１９ 比率５８.３‰
やま１１８「山葉」やまのは１
「山葉」は、２節ｂ’に挙げた１７-８８１番歌のものである。
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表２ 漢字一覧（出現頻度順）
比率は千分率‰、小数第２位以下切り捨て

漢字累積比率漢字数比率出現頻度順位
人９１.２１９１.２１８６１
山１４９.５１５８.３１１９２
花１９６.１１４６.５９５３
秋２２３.１１２６.９５５４
風２４８.１１２５.０５１５
身２７１.７１２３.５４８６
心２９４.７１２３.０４７７
我３１７.３１２２.５４６８
思３３５.９１１８.６３８９
行 夜 恋３８３.０３１５.６３２１０
今 日４１２.４２１４.７３０１３
月 春４３９.９２１３.７２８１５
時４５２.１１１２.２２５１７
水４６３.９１１１.７２４１８
千 南４８５.５２１０.７２２１９
葉 露５０５.６２１０.２２１２１
君 名５２４.２２９.３１９２３
中５３３.１１８.８１８２５
見５４１.４１８.３１７２６
云 年 物５６３.５３７.３１５２７
玉５７０.３１６.８１４３０
雪 待５８３.１２６.３１３３１
事 世 知 野 歟６１２.５５５.８１２３３
河 許 在 松 神 朝 覧 々６５５.７８５.３１１３８
衣 雲 霞 吹 冬 夢６８５.１６４.９１０４６
子 女 色 白 本 木７１１.６６４.４９５２
吉 染 鶴７２３.３３３.９８５８
一 吾 草 尾 無 来７４３.９６３.４７６１
雨 猿 過 寒 去 経 御 桜 小 谷 誰 明７７９.３１２２.９６６７
何 鬼 糸 十 惜 大 老７９６.４７２.４５７９
夏 火 海 原 後 光 香 歳 手 住 従 情 織
声 早 霜 地 島 八 敷 鳴 猶

８３９.６２２１.９４８６

右 岸 共 金 兼 五 向 江 左 哉 妻 鹿 取
出 緒 常 昔 代 鳥 津 田 都 道 萩 悲 聞
方 妙 門 濫 立 憑 鉋

８８８.１３３１.４３１０８

逢 梓 為 磯 越 鴬 家 鴨 幾 宮 弓 居 虚
橋 暁 遇 契 景 穴 結 公 更 紅 高 国 砂
昨 蒔 社 者 借 主 舟 重 上 瀬 成 藻 足
袖 男 天 渡 度 姫 浜 不 別 辺 穂 枕 末
霧 有 夕 嵐 鞆

９４４.０５７０.９２１４１

葦 綾 井 引 隠 宇 羽 延 煙 音 下 可 角
郭 刈 巻 敢 款 管 間 奇 帰 儀 橘 鏡 琴
銀 九 古 戸 袴 口 荒 告 黒 佐 鎖 菜 裁
坂 三 児 治 若 守 珠 種 所 床 照 城 尽
是 清 盛 石 積 跡 先 泉 船 前 其 打 瀧
只 池 竹 着 虫 綴 程 唐 答 藤 内 忍 之
破 梅 柏 薄 繁 磐 氷 苗 柄 保 暮 峰 縫
忘 麻 妹 又 万 命 問 柳 由 様 落 乱 藍
里 離 流 郎 和 妣 岑 蛬 霍 霽

１０００.０１１４０.４１１９８
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花 出現順位３ 頻度９５ 比率４６.５‰
はな９４「女郎花」をみなへし１

秋 出現順位４ 頻度５５ 比率２６.９‰
あき５５「秋き」あき１
「秋き」は、２節ｃ’に挙げた１２-５８０番歌のものである。
風 出現順位５ 頻度５１ 比率２５.０‰
かぜ５１

身 出現順位６ 頻度４８ 比率２３.５‰
み４８

心 出現順位７ 頻度４７ 比率２３.０‰
こころ４４「心地」ここち３

我 出現順位８ 頻度４６ 比率２２.５‰
わが２５ われ２０「我が」わが１

思 出現順位９ 頻度３８ 比率１８.６‰
おもふ２０ おもひ８ おもへ４ 「不思」おもはず１ 「思は・ひ・へ」おもは・ひ・へ５

行 出現順位１０ 頻度３２ 比率１５.６‰
ゆく２０ ゆき６ ゆか２ ゆけ２ 「行か・く」ゆか・く２

夜 出現順位１０ 頻度３２ 比率１５.６‰
よ１９「夜る」よる７ 「夜は」よは（夜半）１ 「夜ゐ」よひ（宵）２ 「今夜」こよひ３
「夜る」については、２節ｂ・ｃ’で触れた。
恋 出現順位１０ 頻度３２ 比率１５.６‰
こひ１８ こふ２ 「恋る」こふる１ 「恋々て」こひこひて２
「恋しき・かり・かる」こひしき・かり・かる９
ところで、徳永（１９９０）は、短歌本体のみでなく詞書・左注等・序文・内題までを含む元永

本古今和歌集全文について、漢字を計量し、概要を報告している。漢字は異なり約６１２、延べ約
６７００であるということである。出現頻度が大きいものは、次のように示される。

人４６５ 哥１９５ 山１８５ 花１７２ 時１６０ 読１２４ 第１１０ 御１００ 風８１ 身７７ ……
一見して短歌本体のものでないと察せられる「哥、読、第、御」もあり、本稿の結果との対比
など、顧みなければならない課題がある。しかし、やはり別稿に送ることとする。

＊
線のまとまりを文字であると確定した後、そのまとまりというのが何という文字であるかと

いうことを確定する上で問題となることがらについて、述べる。どの問題も解釈に幅がありえ、
本稿に記す数値の信頼性がどの程度の範囲のものであるかを示唆することになるであろう。し
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ばしば単に「築島」として築島・他（１９９４）の作成本文を対比するが、批判する意図によるも
のではなく、諸研究の代表として最近のものを求め、寧ろ本稿のずれを測ろうとするまでのこ
とである。
なお、漢字よりは平仮名にかかわるところが多い。

ｆ─文字の存否および解読

線の流れのうちに文字を認めるか否かが問題となるものがある。次は、小さな屈曲を認める
か否かという問題である。１９-１０１０＋とするものは、定家本系統に見えず、定家本系統巻十九
１０１０番歌の後に元永本で配置されている。

２-１３０ をしめとも とまらなくに はるかすみ かへるみちにし たちぬと思へは
１９-１０１０＋ますかゝみ そこなるかけに むゐゝゐてみる 時にこそ ……

築島は、１３０番歌第２句を「とゝまらなくに」と読み、１０１０＋番旋頭歌第３句を「むかゐゝゐて
みる」と読む。本稿では、１３０番歌はこの脱字で表記欠損であり、検討の対象から外れている。
１０１０＋番歌は、旋頭歌であるために検討の対象でなく、この脱字があるほかに同じ句のうちに
「ゐゝゐ」の一字が衍であり、表記欠損である。
次は、文字そのものの存否ではなく、下線部の右傍に見せ消ち符号の小さな点を見るか否か

が問題となる。
１７-８９６ さかさまに 年も行南 とりもあへへす 過るよはゐや 共に帰と

築島は、ここに見せ消ち符号を認めず、直後の「へ」を衍とする。本稿では、見せ消ちを認め
て表記完全であると扱い、検討の対象とする。
線の屈曲をどのように見るかということは、文字の存否にかかわるほかに、一文字であるこ

とを認めたうえで、どの文字であるかを定める、ということにもかかわる。次は、助動詞「ら
む」である。

３-１５３ 五月雨に 鬼思居は 霍公 よふかくなきて いつち行藍
１５-７６６ こふれとも あふ夜のなきは わすれくさ 夢地にさへや おひしける濫
１７-９０５ 我見ても ひさしく成ぬ 住吉の 岸の姫松 幾世経濫
１９-１０６２ よのなかも いかにくるしと 思濫 こゝらの人に うらみらるれは

築島の本文は順に「藍」「藍」「濫」「監」であり、それに照らして本稿は１５３番歌・９０５番歌で合
い、７６６番歌・１０６２番歌で合わないことになる。１０６２番歌のものは築島がよいかとも思われ、
それによるときには「監」を「藍」または「濫」の省画であると見ることなる。
次は仮名である。
２０-１０９６ つてはねの みねのもみちは おちつもり しるもしらぬも なへてかなしも
４-２２４ はきの花 ちるらむをのゝ 露しもに ぬれてをゆかむ よはふけぬとも

１０９６番歌初句「て」について、字母「帝」によって結果的に誤写であると見るが、築島は「く」
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とする。２２４番歌第５句「ぬ」について、築島は、本文を「ね」で示し、したがって後接語を助
詞「ども」として処理するのではないかと思われるが、索引本体では「ぬ」「とも」で処理して
いる。
次の第３句下線部「よ」は見せ消ちであるが、この「よ」を築島は「き」とする。
１-６６ さくらいろに ころもはふかく そめてきよむ はなのちりなむ のちかたみに

この６６番歌は、第５句「のち」の後に脱字「の」があり、本稿の検討の対象からは外れる。

ｇ─仮名であるか漢字であるか

そこにある文字が仮名であるか漢字であるかということは、しばしばに問題になる。元永本
古今和歌集では、問題を２種類に分けることができるであろう。すなわち、第一は万葉書きで
あり、第二は、一音の字訓としても仮名としても見られるものである。本稿では、しかし、ど
ちらについても未だ方針を立てることができず、以下、事例を幾つか挙げるに留め、説明を省
く。
次は、万葉書きにかかわり、下線部の漢字・仮名としての見かたが築島と逆になる。
４-１８３ 従今日は 今来歳の 昨日をそ いつ鹿とのみ 待可渡
６-３１８ 従今者 尽てふら南 吾家戸の 薄おしなみ ふれる白雪
６-３１７ 夕去者 衣手寒 御吉野の 吉野ゝ山に 御雪ふり管

一音の字訓としても仮名としても見られるものは、本稿は概ね漢字と見ている。例えば、次
の「千」は築島も漢字とする。

７-３４５ しほの山 さしてのいそに すむ千鳥 きみかみよをは 八千代とそなく
７-３６１ 千鳥なく さほのかはきり たちぬらし やまのもみちも いろまさり行
１５-８０１＋わすられむ 時しのへとそ 浜千鳥 行へもしらぬ あとをとゝむる
２-０９６ いつまてか のへにこゝろの あくかれむ はなしちらすは 千世もへぬへし

しかし、次は、築島は仮名「ち」とすし、直後が仮名であることに拠る扱いであろう。
１-２８ もゝ千とり なくなるはるは ものことに あらたまれとも われそふり行
１８-９９６ わすれなむ ときしのへとそ はま千とり ゆくへもしらぬ あとをとゝむる
７-３４３ わか君は 千よにましませ さゝれしの いはほとなりて こけのむす左右
７-３５０ かめのをの 山のいはねを とめておつる たきのしらたま 千よのかすかも

次は、表記の慣用の可能性を考えて漢字とする。築島でも漢字である。
１７-８８１ ふたつなき ものとおもふを みなそこに 山葉ならて 出る月かけ
１７-８８４ あかなくに またきもつきの かくるゝ歟 山の葉にけて いれすもあらなむ
１９-１０６８＋てるつきを ゆみはりとしも いふことは 山の葉さして いれはなりけり
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ｈ─省画あるいは転用

漢字「女」および「景」は、上の漢字の用法等の記述に倣うならば、次のようである。
女 出現順位５２ 頻度９ 比率４.４‰
「織女」たなばた３ 「女郎花」をみなへし１
「女何に」いかに３ 「女何でか」いかでか１ 「女何とぞ」いかがとぞ１
景 出現順位１４１ 頻度２ 比率０.９‰
かげ１ 「月景」つきかげ１
「女」は、「女何に」以下のものを「如」として分離すべきであるかとも思う。もし分離する
ならば、漢字の異なりが一つ増え、「女」が出現順位を下げる。「景」は、すべて「影」として
もよく、こちらでは異なりの増減もない。それら「如」「影」に対しては、「女」「景」は省画で
あることになる。

ｉ─仮名「ん」

仮名「ん」は設けない。形としては多多見られるが、脈絡で「む」「も」に読み分ける。

ｊ─重点

重点は、形とその組み合わせとで７種類になると見られる。
一の字点一個 二の字点一個
一の字点二個 一の字点三個 一の字点および二の字点
くの字点（前字右傍で起筆） くの字点（二の字点を前字右傍および当処に置く）
反復される主流は、一の字点一個で仮名一字、二の字点一個で仮名一字または漢字一字、そ

の他で二字以上であり、二字以上には漢字を含むこともある。形を問題にしながら翻刻で事例
を示しても用が足りないが、重点を「々」「ゝ」「ゝヽ」の３種で翻刻し、問題の部分に下線を
施す。
一の字点一個─
１-１８ かすかのゝ とふひのゝもり いてゝみよ いまいくかありて わかなつみてむ

次の１件では漢字を反復したと見られるが、直前を漢字「見」でなく仮名「み」であると扱う
のがよいかもしれない。

６-３４２ 行としの 惜くもあるかな ますかゝ見 々るかけさへに くれぬとおもへは
二の字点一個─
８-３７４ あふさかの せきしまさしき 物ならは あかすわかるゝ 君をとゝめよ
４-１７６ 恋々て あふ夜は今夜 あまのかは きりたちわたり あけすもあらなむ

一の字点二個─
９-４０９ ほのゝヽと あかしのうらの 朝霧に 島かくれ行 舟をしそ思
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１３-６１７ つれゝヽの なかめにまさる なみたかは そてのみひちて あふよしもなし
１４-７０５ かすゝヽに おもひおもはす とひかたみ 身をしるあめは ふりそまさらむ
１４-７４０ あふさかの ゆふつけとりに あらはこそ きみかゆきゝを なくゝヽもみめ
１６-８５７ かすゝヽに 我をわすれぬ ものならは 山の霞を あはれとはみよ
２０-１０８３ みまさかや くめのさらやま さらゝヽに わかなはたてし よろつよまてに
１-１６ のへちかく いへゐをすれは うくひすの なくなるこゑを 朝なゝヽ聞
１１-５１３ 朝なゝヽ 立河霧の 虚にのみ うきて思の 在るよなりけり
１９-１０１１ むめの花 みにこそきつれ うくひすの 人くゝヽと いとひしもをる

一の字点二個は、連綿では記されない。以上の事例のほかに、表記欠損で１４-６７９-３「なかゝヽ
に」・１０-４５０-４（下掲）、長歌で１９-１００６-１６「ひとゝヽは」、長歌の表記欠損で１９-１００５-１８「む
らゝヽみゆる」があり、以上で一の字点二個の全事例を示したことになる。漢字を含めて直前
の２字を繰り返すと見ることができるが、表記欠損の４５０番歌のものが例外である。
１０-４５０ □なの色は たゝひとさかり こけれ□□ 返ゝヽそ 露は染ける
一の字点三個─
１３-６３７ しのゝめの ほからゝヽと あけゆけは おのかきぬゝヽ なるそわひしき
１３-６５４ おもふとち ひとりゝヽか 恋しなは たれによそへて ふちころもきむ
１９-１０１３ いくはくの たをつくれはか ほとゝきす してのたをさを あさなゝヽよふ
１９-１０１６ あきのゝに なまめきたてる 女郎花 穴ことゝヽし 花も一時

このほかに、表記欠損で１１-５１５-４「かへすゝヽそ」、長歌の表記欠損で１９-１００５-２２「つも
りゝヽりて」があり、以上で一の字点三個の全事例である。一の字点三個は直前の３字を繰り
返すものであるようであるが、表記完全の事例の最後１０１６番歌では、２字の繰り返しであって、
例外となる。
一の字点および二の字点─
１２-５９３ よひゝヽに ぬきてわかぬる かりころも かけておもはぬ 時のまもなし

上が一の字点、下が二の字点であり、ここにのみ見られる。
くの字点（前字右傍で起筆）─
１０-４３２ 秋たちて いまやまかきの きりゝヽす よなゝヽなかむ 風の寒さに
８-３９１ 君か行 こしの白山 しらね鞆 雪の間にゝヽ あとはたつねむ
１４-６８１ ゆめにたに みゆとはいはし あさなゝヽ わかおもかけに はつる身なれは

４３２番歌で、初めの重点は直前の「き」右下または「り」右上で起筆し、「り」の下に点乃至斜
線を置いて終筆する。後も同様であって、直前の「よな」の右傍で起筆し、「な」の下で終筆す
る。３９１番歌でも、直前「間に」右傍で起筆し、「に」の下で終筆する。６８１番歌では「さ」右傍
で起筆する。同様のくの字点はほかに１４件見られ、さらに長歌で１件、表記欠損の短歌で２件、
表記欠損の長歌で３件見られる。一首中に２件見られるのは、ここに示した４３２番歌のものの
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みである。
このくの字点は、直前の２字を繰り返すものがほとんどである。ただ、６８１番歌で３字を繰
り返すように見られるものが、表記欠損の長歌にも１件見られる。起筆は「は」右下である。
１９-１００１ すみそめの ゆふへになれは ひとりゐて あはれゝヽと なけきあまり

６８１番歌および１００１番歌は、ともに字余りに関係していて、あるいは「あさなさな」「あはれは
れ」を記していると見られなくもない。
くの字点（二の字点を前字右傍および当処に置く）─
１３-６３２ ひとしれぬ 我かよひちの せきもりは 夜ゐゝヽことに うちもねなゝむ

直前「夜ゐ」の右傍および「ゐ」の下で、ともに二の字点である。同様のものは、表記欠損の
８-３９３-５「華のまにゝヽ」に見られるに過ぎない。
さて、重点を「々」「ゝ」「ゝヽ」３種に分けたのは、漢字であるか仮名であるか、幾字に数

えるかということに関係する。一の字点一個または二の字点一個は、どちらであっても、直前
が漢字であって漢字が繰り返されていると見られるならば「々」で処理し、そうでないならば
「ゝ」で処理する。次は、いずれも二の字点であり、直前が漢字であるが、漢字が繰り返され
ているとは見られない。

６-３１７ 夕去者 衣手寒 御吉野の 吉野ゝ山に 御雪ふり管
１４-６９２ 月よゝし 夜ゝしと人に 告やらむ こてふにゝたり 待たすしもあらす
１８-９８６ ひとふるす さとをいとひて こしかとも ならのみやこも うき名ゝりけり

「々」は漢字、「ゝ」は仮名であり、それぞれ１字と数える。その他の重点は、繰り返される
対象が仮名であれ漢字であれ、幾字であれ、「ゝヽ」で処理し、この出現１回を仮名２字と数え
る。この数えかたによる奇妙な結果が、一の字点三個に事例として掲げた次で顕わになる。
１３-６３７ しのゝめの ほからゝヽと あけゆけは おのかきぬゝヽ なるそわひしき

すなわち、この重点３箇所は、順に一の字点一個・一の字点三個・くの字点であるが、一の字
点三個を２字と数えるために、３１音を仮名のみ３０字で記したことになる。
１３-６５４ おもふとち ひとりゝヽか 恋しなは たれによそへて ふちころもきむ

この６５４番歌でも同様であるが、漢字が交じっているために、３１音を仮名２８字・漢字１字・合
計２９字で記したと言うときには、奇妙さが隠されることになる。

４─仮名と漢字

表記完全である短歌９８２首で、文字全体の延べのうちに占める漢字の比率、いわゆる漢字含
有率は、７.０５％（＝２０４０／２８９１３）である。同じ比率は、一首平均で、文字２９乃至３０字における
漢字２字としても得られる。３節の数値を再掲し、一首当たりの数値を加える。このことを繞
って、一つ二つ検討しておきたい。
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一首ごとに漢字数・仮名数を見るならば、表３のようである。例えば、漢字０字である、す
なわち漢字を用いずに仮名のみで記した短歌は２５０首であり、それを仮名数で分けると、仮名
３３字のもの８首、仮名３２字のもの５３首、仮名３１字のもの１８８首、……である。漢字１字を用いた
短歌は２６７首であり、そのうちで仮名３１字のもの１５首、仮名３０字のもの６８首、仮名２９字のもの
１７３首、……である。漢字数・仮名数を合計して３１字であるところ、すなわち漢字０字・仮名
３１字の１８８首、漢字１字・仮名３０字の６８首、漢字２字・仮名２９字の１７首、……には二重下線を施
し、合計３０字であるところには一重下線を施す。
この表３における分布は最頻値や数値の偏りをよく見せ、一首平均の数値がそれとずれてい

ることを知らしめる。短歌の全歌数の１／３以上は、仮名のみ３１字による１８８首であるか、仮
名２９字・漢字１字・合計３０字による１７３首であるかである。この数値は、ほとんど仮名の最大
値および漢字の最小値である。そこでの漢字の比率は１.５％（＝１７３／（３１×１８８＋３０×１７３））に
過ぎない。平均値は、したがって、それに比べて仮名が少なく、漢字が多くなり、実際、一首
平均の文字数と表３の最頻値のあたりとには１字以上の差が出ている。なお、漢字数・仮名数
で次いで多いのは、仮名２７字・漢字２字・合計２９字の７４首、仮名３０字・漢字１字・合計３１字の
６８首、仮名のみ３２字の５３首であり、ここまでで短歌数の半数を超える。
表３を左から少しずつ見て、順次、漢字の比率を計算してみる。漢字０字の２５０首を見ても

比率は当然に０.０％である。漢字１字の２６７首をそれに加えて比率を見ると１.６８％、さらに漢字
２字の１６１首を加えての比率を見ると２.８５％、……となる。

前節・本節初頭に出した漢字の比率は、全体を見たものである。書き記しかたが優勢である半
数を見たところでは、漢字の比率は２％前後という印象を与えられる、ということになる。
文字数による短歌の例示をする。短歌の前に「（仮名数＋漢字数）巻序-国歌大観番号」を置

く。合計が３１乃至３０となる（仮名数＋漢字数）には、表３と同じように、二重下線または一重
下線を施す。
（３３＋０）１-１ としのうち にはるはきにけり ひとゝせを こそとやいはむ ことしとやいはむ
（３２＋０）１２-５８５ ひとをおもふ こゝろはかりに あらねとも くもゐにのみも なきわたるかな
（ ）１ -５４ いしはしる たきなくもかな さくらはな をりてもてこむ みぬひとのため
（３１＋１）９-４１１ なにしおはゝ いさことゝはむ みやことり わかおもふ人は ありやなしやと
（ ）４-２２０ あきはきの したはいろつく いまよりや ひとりある人の いねかてにする

……９８７６５４３２１０一首中の漢字数
……６.４３６.２４５.９９５.７３５.３１４.７０３.８９２.８５１.６７０.００漢字の比率（％）

３１＋０

３０＋１
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一首当たりの出現頻度延べ異なり
２９.４２８９１３３６０全体
２７.３２６８７３４９仮名
２.０２０４０３１１漢字
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（ ）１-２２ かすかのゝ わかなつみにや しろたへの そてふりはへて 人のゆくらむ
（２８＋１）８-３８７ いのちたに 心にかなふ ものならは なにかわかれの かなしからまし
（３０＋２）１８-９３８ わひぬれは 身をうきくさの ねをたえて さそふ水あらは いなむとそおもふ
（ ）１５-７５４ はなかたみ めならふ人の あまたあれは わすられぬらむ かすならぬ身は
（ ）１-６２ あたなりと 名にこそたてれ さくらはな としにまれなる 人もまちけり
（２７＋２）１-３５ むめの花 たちよるはかり ありしより 人のとかむる かにそしみぬる
（２６＋２）２-１０４ はなみれは 心さへにそ うつりける いろにはいてし 人もこそしれ
（２５＋２）１-５６ みわたせは 柳桜を こきませて みやこそはるの にしきなりける
（ ）１７-９０３ おいぬとて なとてわか身を せめきけむ おいすは今日に あはましものか
（ ）１３-６３１ こりすまに またもわか名は たちぬへし 人にくからぬ 世にしすまへは

２９＋１

２９＋２
２８＋２

２８＋３
２７＋３
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表３ 仮名数・漢字数から見た短歌数
１５１４１３１２１１１０９８７６５４３２１０仮名数＼漢字数
１２３３６２７１１１３２５４５７２１１４１６１２６７２５０９８２
───────────────８８３３
───────────────５３５３３２
──────────────１５１８８２０３３１
─────────────３６８１７２３０
─────────────１７１７３─１９０２９
────────────３５０１１─６４２８
───────────１１８７４──９３２７
──────────２６３４１３──５５２６
──────────３１６４２４──６５２５
─────────１４１９１４───３８２４
─────────１９２２２───３４２３
────────２１１６７１───２７２２
────────１４７１────１３２１
───────１３６３─────１３２０
────────１７──────８１９
──────１─３２──────６１８
───────１１２１─────５１７
─────１１４１１──────８１６
──────１３１───────５１５
──────２１────────３１４
────１─１１────────３１３
───１─１１─────────３１２
────３───────────３１１
────１───────────１１０
───２────────────２９
──１─────────────１８
─１１─１───────────３７
──１─────────────１６
１１──────────────２５

下線は文字数合計３１ 下線は文字数合計３０ 仮名２７文字・漢字２字・７４首の位置がほぼ平均
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（２６＋３）２-８３ さくら花 とくちりぬとも おもほえす 人のこゝろそ 風もふきあへぬ
（２５＋３）４-２０５ ひくらしの なく山さとの ゆふくれは 風よりほかに とふ人もなし
（２４＋３）１５-８０１ わすれくさ かれもやすると つれもなき 人の心に 霜はおかなむ
（２３＋３）９-４１３ やまかくす 春の霞そ うらめしき いつれ都の さかゐなるらむ
（ ）９-４０７ わたのはら 八十島かけて こきいてぬと 人にはつけよ あまのつりふね
（２５＋４）２-９２ はなの木も 今はほりうゑし 春たては うつろふいろに人ならひけり
（２４＋４）１１-５０８ いて我を 人なとかめそ 大舟の ゆたのたゆたの ものおもふころを
（２３＋４）８-３６６ すかるなく あきの萩原 あさたちて たひ行人を いつとかまたむ
（２２＋４）１０-４２８ いまいくか 春し無けれは 鴬の 物はなかめて おもふへらなり
ある漢字数の短歌が何首あるかを巻ごとに見るならば、表４のようである。巻一には表記完

全である短歌が６１首あり、漢字数０のものが２８首、漢字１のものが２４首、……、その漢字数の
分布にあっては中央値１、最頻値０である。なお、巻一の漢字の延べ字数４４、漢字・仮名合計
の延べ字数１８６２、したがって漢字の比率２.３％（＝４４／１８６２）である。……。巻ごとに中央値を
担う箇所に二重下線を施し、最頻値を担う箇所に一重下線を施す。中央値と最頻値とが同値で

２６＋４
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表４ 漢字数から見た巻ごと短歌数
漢字
比率

文字
延べ

漢字
延べ１５１４１３１２１１１０９８７６５４３２１０巻序＼漢字数

７.０２８９１３２０40１２３３６２７１１１３２５４５７２１１４１６１２６７２５０９８２
２.３１８６２４４────────────２７２４２８６１一
５.８１８３８１０８─────────１１６１１１１１８１４６２二
４.２８９８３８─────１──────２４１４９３０三
６.４２１２８１３７───１１─１１──２３１０１３１９２１７２四
５.５１７２４９５──────────１３１１１３１９１１５８五
１０.１７２２７３１───１１──１──１１６１１２２５六
８.６６２１５４─────────２─５４４２４２１七
１２.０９０５１０９──────１１２１５４３８６１３２八
１１.６４５６５３─１──────１１１２２１５２１６九
６.５１０２４６７─────────１１６６５４１２３５十
７.０１８６５１３１────────２１３６９１１２３８６３十一
８.７１７２１１５０───────１２３５７８１０１３１１６０十二
６.１１６９９１０５─────────３４２７１０１８１３５７十三
５.３１７３５９３──１───１１─１１２５６１７２３５８十四
６.７２４２８１６３───────１３１４４１３１７１９２０８２十五
５.４８９９４９───────１───４３４８１０３０十六
１５.９１９０１３０４─１２２４─３３１６４８６１１１０８６９十七
５.４１８９２１０４─────────１５５４９２３１６６３十八
９.６１６２７１５７──────１２１３８４６１１１１１０５７十九
０.６９６８６────────────１─３２７３１二十

巻ごとに下線は中央，下線は最頻
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あるときには、中央値の下線のみを施す。
遠藤（２００５）は、漢字数が０または１である歌が占める比率を、巻ごとに見る。表４で焼き

直して言うならば、巻一８５.２％（＝（２８＋２４）／６１）、巻二５１.６％（＝（１４＋１８）／６２）、……、
巻二十９６.７％（＝（２７＋３）／３１）のように算出される比率である。遠藤はそうして巻一およ
び巻二十の大きさを見、元永本の意図を読み取る。

分布上の片寄りは、単なる偶然ではなく、書写者の計算された意図の反映と考えるべきで
あろう。つまり、初巻と終巻には、当時の和歌の書法としては最も正統的（オーソドック
ス）な仮名書きを選択しているのである。 （p.２３３）

巻一および巻二十で仮名が多く漢字が少ないことは、表４最右欄の漢字の比率で知ることもで
きる。
遠藤の指摘も貴重である。しかし、また、表４に、巻一から巻六までの四季の部で、中央値

が漢字数１で安定していること、最頻値もそのあたりで安定していることを、見ることもでき
る。四季の部と並ぶ古今和歌集のいま一つの主軸、巻十一から巻十五までの恋の部でも、中央
値・最頻値が漢字数１±１に集まる。元永本の作成にかかわった人に意図があったとするなら
ば、そうした安定も見てよいであろう。意図せずにそうなったのならば、漢字１字前後を交え
て記すというのが、短歌を記す通念であったということになるであろう。
初めの問題に立ち返ってまとめるならば、元永本古今和歌集では、短歌の平仮名の中に、漢

字は、１字程度入り込むことができるかできないかが通常であり、ただ、幾つも入り込むこと
も珍しくなく、平均をとるならば２字は入り込んだ、ということになる。
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